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アーノルドのしま
あるところにアーノルドというふねにのるのがだいすきなぞうがいました。
アーノルドは、ふねとおなじくらいうみもたいせつなともだちだとおもっていました。 し
かしこのひのうみはごきげんななめ。おおきななみがアーノルドのたいせつなふねをこわし
てしまいました。
よかった、アーノルドはながいはなのおかげでおぼれずにすんだようです。
ずいぶんとじかんがながれ、アーノルドはちいさなひとつのしまにたどりつきました。
ひろいうみをみたアーノルドは、むかしのふなのりさんがのこしたことばをおもいだしたの
です。
“ひろいひろいものすごくひろいうみで、ぼくは、ぼくは、ほんとうにひとりぼっちだ！”
しかし、アーノルドはすでにりっぱならっぱをもっています。アーノルドはおもいっきりじ
ぶんのはなをふきならしました。 “そのきょく、なんていうの” そのおとをきいたおさかな
がたずねてきました。
“【たすけて】というきょくさ。ぼくはいまたすけをもとめているんだ。” アーノルドはこた
えました。けれどいくらまってもたすけはやってきません。
アーノルドはがっかりして、しまにこしかけました。そのとき、なくしたとおもっていたち
いさなぼうしがながれてきました。おや？
かぶってあたりをみまわしてみたら、あ！ちいさなふねがこちらにむかってやってきている
ではありませんか！
ちいさなふねはねずみのふねでした。
ついにたすかったぞ！
…うまくやったつもりでした。
さすがアーノルドはふなのり、ひものむすびかたはたくさんしっています。
しばらくして、いぬのおじいさんをのせたふねがやってきました！
こんどはそーっと…
あちゃー…またうまくいかなかった。
すこしてつだってもらって、しまをおおきくすることにしました。
つぎのあさ、つりぶねがぜんそくりょくでちかづいてくるではありませんか！
がしゃーん！ふねはとまることができなかったようです。
よかった、みんなぶじでした。
アーノルドはみんなのふねをぜんぶつかって、さらにしまをおおきくしました。
そのよる、しろいつきのひかりでみんなおどりました。
そしてよがあけるまでいっしょにくじらのうたをうたいました。
すてきなうたはすぐにひろまるものです。
みんなうたをききたくて、しまにあそびにやってきました。
アーノルドはみんなのことをよろこんでむかえました。 “みんながくるたびにひとつずつへ
やがふえていくよ！！”
しかしあるひのこと、そらがとてもくらくなりはじめ、おまけにかぜもビュービューふきだ
しました。 またうみがごきげんななめに…



みんな、アーノルドをみました。
もうそろそろいえにかえるころじゃない？
“ちょっとだけまって”アーノルドはいいました。 “よいかんがえがあるんだ。”


